
新たな横浜市環境管理計画（原案）について
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１ 策定の趣旨

• 横浜市環境管理計画は、「横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例」に基づく総合計画です。

• 環境に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための計画で、環境分野の中長期的な目標や方針を示
します。

• 現行の環境管理計画の計画期間の終了に伴い、 令和22年度（2040年度）を目標年度とする新たな計画を
策定します。

• 令和８年第１回市会定例会でご報告した「横浜市環境管理計画（素案）」について、パブリックコメン
トを実施し、多くの貴重なご意見をいただきました。市会定例会やパブリックコメント等でいただいた
ご意見を踏まえ、原案を作成しましたので、報告いたします。
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２ 新たな計画の特徴

• 行政はもとより、市民・企業の取組の指針となるような

内容・文章表現・デザイン

 市民目線で伝わる表現に

 ボリュームを減らし、重要な部分をよりわかりやすく

計画作成の
コンセプト

計画の
推進方法

• 基本的な理念や大きな方向性を共有していく計画とし、

具体的な取組（目標・施策等）については個別計画※で推進

※ 地球温暖化対策実行計画、水と緑の基本計画、ヨコハマ プラ5.3計画、
生活環境保全推進ガイドライン（改定中）等
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３ 新たな計画の構成

第１章 未来の横浜の環境は

第２章 地球環境の危機

第３章 「横浜の環境」の目指す姿

第４章 目指す姿の実現に向けた方針

方針１ 気候変動への対応

方針２ 自然資本の保全・活用

方針３ 循環経済への移行

方針４ 人づくり

第５章 横浜市環境管理計画について

資料・付録

環境課題を自分ごと化
するための導入

将来像の提示

取組の方向性
世界と日本の
環境の現状

• 世界的な環境の課題である「カーボンニュートラル」、「ネイチャーポジティブ」、「サーキュラー
エコノミー」と、それを支える「人づくり」という４つの視点から目指す姿（第３章）を描き、それ
を実現するための４つの方針（第４章）、という構成

• 環境問題を身近に感じていただけるよう、わかりやすいメッセージやイラストで表現

計画の位置づけなどの
基礎的な情報

主な関連計画等の概要や
用語説明など
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第１章 未来の横浜の環境は

• 計画の導入として、環境課題を自分ごと化してもらうため、横浜の環境の「環境を大切にした未来」と
「環境を大切にしない未来」をイラストで記載

豊かな自然や
生き物を
身近に感じられ、
人々の癒しと
なっている

気温の上昇が
抑えられている

食糧供給や
災害防止など
様々な自然の
恩恵を
受けられている

誰もが快適な環境を
実感できている

資源・エネルギーの
循環が確立し
安定した生活が
おくれている

気温が大幅に上昇し、
酷暑になる

身近なみどりが
減少し、
癒し・心地よさが
失われている

大規模な風水害が
増加している

資源・エネルギー
需要が増大し、
供給不足や
廃棄物の増加が
深刻化している

農作物、
海産物への
悪影響が
出ている

環境を大切にした未来
みんなで環境課題に取り組んだら、きっとこんな未来になる

環境を大切にしない未来
みんなで環境課題に取り組まなかったら、きっとこんな未来になる



第２章 地球環境の危機
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写真2-1-2 2020年米国カリフォルニア州の森林火災
出典：令和３年版 環境・循環型社会・生物多様性白書（環境省）

写真2-1-1 令和２年７月豪雨の被害の様子
出典：令和３年版 環境・循環型社会・生物多様性白書（環境省）

• 世界と日本の環境の現状を伝えるため、人間活動による地球への様々な影響や、豪雨被害などの気候変動
に伴う災害等について図や写真などを用いて記載し、それに対応する世界や日本の動きを記載



第３章 「横浜の環境」の目指す姿

自然と共に自分らしく、心地よく暮らせるまち

• 2040年の「横浜の環境」の目指す姿と、それを構成する４つの暮らし、それらを実現するための４つの方針

暮らし１

気候変動に対応し
脱炭素が日常や地域に
浸透している暮らし

方針１ 気候変動への対応

暮らし３

シェアと循環の
仕組みで築く

人と自然にちょうどよい暮らし

方針３ 循環経済への移行

未来を育む
人と人とのつながりや学びに

あふれる暮らし

方針４ 人づくり

暮らし４
暮らし２

環境を賢明に保全・創出し
自然の恵みを享受できる

健康で快適な暮らし

方針２ 自然資本の
保全・活用 8



４ 素案に対する市会からの主なご意見（令和８年第１回市会定例会）

 目標値などは個別計画を見ればわかるが、項目ごとに関係する個別計画との紐づけがわ
かるようにすべき。

 現行計画はＳＤＧｓについて記載があったが、素案では触れられていない。

 横浜グリーンエクスポを踏まえた、その後の環境施策をどうするかを意識すべき。

 企業にどのように環境問題へ関与して欲しいかを記載すべき。企業と市民が手を取るよ
うな形で環境問題への取組を進めるよう記載して欲しい。

 横浜に住む人、横浜で働く人に計画を知っていただくことが重要で、子供たちや、横浜
に暮らす外国人の方々にも伝えていくことが必要。
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５ パブリックコメントの実施結果

(1) 実施概要

ア 実施期間

令和８年３月11日から４月９日まで

イ 意見提出方法

横浜市電子申請・届出システム、メール、郵送、FAX

ウ 素案及びパブリックコメントの周知方法

 リーフレットの配布（区役所、市立図書館、市民情報センター等）

 広報よこはま（令和８年３月号）

 横浜市ホームページへの掲載

 SNSによる発信（X、LINE）、メールマガジン（みどりアップ計画）

 その他活動団体、市内大学、企業等へのメール等 等
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５ パブリックコメントの実施結果

(2) ご意見の受付数：111通（意見数：145件）

11

件数意見の内容

３４件計画全般

３件第１章 未来の横浜の環境は

１件第２章 地球環境の危機

５件第３章 「横浜の環境」の目指す姿

１６件方針１ 気候変動への対応第４章 目指す姿の実現に向けた方針

２２件方針２ 自然資本の保全・活用

９件方針３ 循環経済への移行

９件方針４ 人づくり

３件第４章全般

０件第５章 横浜市環境管理計画について

４３件その他

１４５件計



５ パブリックコメントの実施結果

(3) 寄せられた主なご意見

 政策4-2「未来をはぐくむつながりをつくり、環境活動を広げる」について、横浜グリーンエク
スポという一過的なイベントの話ではなく、計画期間までの内容にすべき。

 市民に馴染みの薄い用語については、ページ内での注釈又は巻末への用語集を必ず追加してくだ
さい。

 循環型の暮らしと経済活動の推進として、生ごみのたい肥化など、循環農業の視点を追加すべき。

(4) ご意見への対応状況
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割合件数対応分類

２３％３４件意見の趣旨を踏まえ計画に反映したもの反映

５％７件素案と同趣旨または賛同・評価を頂いたもの賛同

４２％６１件個別事業に対する意見等で参考とするもの参考

３０％４３件その他、本計画との関連が見られないものや質問等その他

１００％１４５件計



６ 素案から原案への主な変更点
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① 目標や施策は個別計画で推進するとのことだが、具体的にどの計画を見れば目標や政策が
あるのかが分からない。【パブリックコメント、市会、環境創造審議会】

② 各方針における各主体の役割を分かりやすくすると、より行動に繋がりやすい。
【パブリックコメント、環境創造審議会】

• 第４章の各方針の表紙に、関係する主な個別計画等の名称を追記（原案：P28、32、38、
42）

• 資料として「主な関連計画等の概要」を追加し、計画ごとに関係する方針名を記載す
るとともに、各計画の主な指標・目標を記載（原案：P60～62）

原
案

• 第４章の各方針の表紙に、方針を実現するための市民、企業、行政の主な役割を追記
（原案：P28、32、38、42）原

案



④ 政策4-2「未来をはぐくむつながりをつくり、環境活動を広げる」について、横浜グリー
ンエクスポという一過的なイベントではなく、計画期間までの内容にすべき。【パブリック
コメント】

③ 政策2-2の「３ 生物多様性の保全・回復」について、希少種の保全のみでなく、希少種も
含む横浜市域に本来生息・生育している生物相と生態系の保全が重要であることを明記すべ
き。【パブリックコメント】

６ 素案から原案への主な変更点
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• 政策2-2の「３ 生物多様性の保全・回復」の文章を、本来の趣旨が伝わりやすくなる
よう、次のとおり修正（原案：P35）

「市域の水・みどり環境に生息・生育している生物種」等の表現を追加

原
案

• 政策4-2の文章を、横浜グリーンエクスポ開催後の内容も含むよう、次のとおり修正
（原案：P45）

「横浜グリーンエクスポの開催を契機に、・・・世代や分野等を超えたつながりや協
働、連携を促進します」

原
案



６ 素案から原案への主な変更点
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⑤ 現行計画はＳＤＧｓについて記載があったが、素案では触れられていない。【市会】

• 引続き重要な視点であるため、「第４章２ 取組の基本姿勢 ～みんなで考え行動する
～」に「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）実現の視点」を追加（原案：P46）

原
案

⑥ 市民に馴染みの薄い用語（カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブ、サーキュラー
エコノミー、グリーンメタノール、カーボンニュートラルポートなど）については、ページ
内での注釈又は巻末への用語集を必ず追加してほしい。【パブリックコメント】

• 資料として、用語説明（原案：P63～68）を追加

カーボンニュートラル（原案：P64）／ネイチャーポジティブ（原案：P67）／
サーキュラーエコノミー（原案：P66）／グリーンメタノール（原案：P65）／
カーボンニュートラルポート（原案：P64） など

原
案



７ 今後の予定

• 本計画は、令和８年夏頃に策定・公表します。

• また、多くの方に本計画を知っていただき、行動変容に繋げるため、日本
語・英語併記のリーフレットやこども向け環境情報紙などを活用し、周知に
努めてまいります。

16日本語・英語併記のリーフレット「未来へつなぐ横浜の環境」



８ 新たな計画の策定に合わせた生活環境保全推進ガイドライン改定

• 環境管理計画では、具体的な取組については各個別計画で推進しており、大気や水など

の生活環境分野については「生活環境保全推進ガイドライン」により、生活環境の目標

達成に向けた取組を進めています。

• 本市の生活環境の状況は多くの項目で環境基準を達成しており、良好な生活環境を維持

してきました。

• 今回の「生活環境保全推進ガイドライン」の改定では、良好な生活環境の維持とともに

市民の心地よさの実感を目指した取組を充実させていきます。併せて、「生活環境保全

推進ガイドライン」の名称を「横浜市生活環境保全推進プラン」とします。

(1) 改定の趣旨

17



改定後改定前

将来にわたり安全・安心で快適な生活環境の創出
～心地よさが実感できる大気・音・水・土壌環境～

安全・安心で快適な生活環境の保全目指す姿

あらゆる主体が環境行動の重要性を理解し、共に取り組む
ことで、市民が心地よい生活環境を実感しています。

市内のあらゆる主体が積極的に生活環境に関す
る取組を実施しています。

環境目標
（一部抜粋）

第１章 横浜市生活環境保全推進プランについて

第２章 これまでの取組と現状

第３章 プランの全体像（評価・進捗管理等）

第４章 取組方針ごとの施策と具体的な取組
１ 市民・事業者等との共創の推進（取組方針１）
２ 生活環境の確実な保全 （取組方針２）
３ より良好な生活環境の創出 （取組方針３）
４ 取組の推進にあたって

第１章 生活環境保全推進ガイドラインについて

第２章 生活環境の保全の基盤となる取組

第３章 連携による新たな取組の方針

第４章 評価・進捗管理・公表

構成

８ 新たな計画の策定に合わせた生活環境保全推進ガイドライン改定

(2) 主な変更点

心地よさの実感を目指
した取組を充実

18



水辺の魅力プロモーション
（よこはま水辺推し活）

取組方針１
市民・事業者等との共創の推進

水環境への意識の向上を

図るため、水辺への興味や

愛着を育む「よこはま水辺

推し活」を、市民参加型の

水環境調査等により展開し

ます。

調査の様子

市民や事業者の主体的な

環境行動を推進するため、

事業者と連携した動画や

SNSを活用して、親しみや

すい内容で環境保全に関す

る広報を行います。

事業者の取組を
紹介する動画の一コマ

環境保全プロモーション

事業者の規制基準等の遵

守を確認するため、環境法

令等に基づく届出審査や事

業所への計画的な立入検査

等を実施します。

事業所への立入検査

取組方針２
生活環境の確実な保全

届出審査・立入検査等

これから建築物の解体工

事件数のピークが見込まれ、

依然として対応が必要な課

題であるため、届出等の確

認や立入検査のほか、法制

度の周知を図ります。

アスベスト濃度の測定

取組方針３
より良好な生活環境の創出

アスベスト対策

８ 新たな計画の策定に合わせた生活環境保全推進ガイドライン改定

(3) 主な取組

今後、ご意見を踏まえて確定し、策定・公表します。 19



横浜市環境管理計画 

（原案） 
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